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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は、授業力を改善する教師教育教材書(含むビデオ)を海外共同研究者等と日本語・英語
で開発することを目的に行われた。ビデオ教材と日本語の教員研修書、英語版教材書の開発がお
こなわれ、教師向け日本の指導法教材書出版、算数教科書英語版、教師教育用算数問題解決教科
書が開発された。 本研究の成果を教員研修ツールとして採用した国・機関は、オーストラリア
NSW州教育省、タイ教育省教員研修プロジェクト、東南アジア教育大臣機機構などである。成果
は、国際的に注目され、筑波大学・アジア太平洋経済協力国際会議をはじめとする著名な国際会
議で全体講演の形などで報告された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This study aimed to develop teacher education materials through lesson study 
activities. The products of this study are used by following countries' national or 
regional project: NSW, Australia, Khon Kaen University, Thailand., RECSAM, 
Malaysia., Qitep in Mathematics, Indonesia., and so on. This study lead international 
movement. Related researchers are invited various international conference as for 
keynote speakers. and this study established the Lesson Study book series from the 
World Scientific Publishers. 
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１．研究開始当初の背景  日本としては、日本的な意味での実際の授
業改善に資する研究開発を、海外に示す必要
があった。 
 授業研究が国際的に注目され、APEC プロ
ジェクトが推進されるようになった。日本と
タイで、年 2 回の国際研究集会がなされ、授
業研究の発祥国日本が、リードすることが求
められていた。他方で、米国では教師の教授
学的知識研究など、研究面でリードしており、
各国がその動向に追随する状況にあった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、授業研究による授業者・参加者
の変化を明らかにするとともに、その調査を
する過程で、授業力を改善する教師教育教材
書(含むビデオ)を海外共同研究者等と日本
語・英語で開発することが目的である。 
 
３．研究の方法 
 授業研究の推進と、教師の実際の授業観察
の様相がどう変わっていくのかを調査し、そ
の教師側の視野に準じて、必要な研修教材を
日本語、英語で開発することである。APEC 会
議に関連して集合する海外関係者の助言を
得て、その成果を共有化し、各国の教員研修
に活用できるようにする。 
 
４．研究成果 
本研究は、授業研究による授業者・参加者の
変化を明らかにするとともに、その調査をす
る過程で、授業力を改善する教師教育教材書(
含むビデオ)を海外共同研究者等と日本語・英
語で開発することを目的に行われた。ビデオ
教材と日本語の教員研修書、英語版教材書の
開発がおこなわれ、教師向け日本の指導法教
材書出版、算数教科書英語版、教師教育用算
数問題解決教科書が開発された。 
 本研究の成果を教員研修ツールとして採用
した国・機関は、オーストラリアNSW州教育省
、タイ教育省教員研修プロジェクト（コンケ
ン大学）、東南アジア教育大臣機構理数科教育
研究センタ （ーＲＥＣＳＡＭ）、数学教育改善
センター（Qitep）、メキシコ教育省教員養成
局（DESEP) 、チリ・バルパライソ大学、ブラ
ジル・サンカルロス大学、フィリピン・理数
科教育研究センター、ブルネイ教育省である
。成果は、国際的に注目され、筑波大学・ア
ジア太平洋経済協力国際会議をはじめとする
著名な国際会議で招待講演、全体講演の形で
度々報告され、成果物は参加者に配布され、
APEC人材養成部門サイトで公開された。また
、JICA研修員10名の研修用テキストとして使
用された。2008年の第11回数学教育世界会議
では展示、ワークショップ、公開授業研究を
持ち、2012年に開催される第12回数学教育世
界会議（ソウル）では、講演が決まっている
。 次の写真は、研修用西語版算数教科書である。 
 本研究は直接的には英語版開発まで視野
にした。本研究成果を活用する研究として、
海外ではタイ語版の日本の算数教科書、タイ
語版の日本の問題解決指導教科書、タイ語版
のカリキュラム説明用語集、スペイン語版の
算数教科書、スペイン語版のカリキュラム説
明用語集、ロシア語版のオリガミ教科書など
が出版過程にあり、本研究の成果はそれらの
研究成果に派生した。 
 
次の写真は、成果の一例として NSW 州教員研
修用テキストとして採用された研究成果物
である。 
次の写真は、研修用タイ語算数教科書である。 
英語版以外の成果は、派生的な成果であるが、
研究成果が英語圏を越えて活用されている
ことの証左でもある。 
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